
2021年８月４日
寿スピリッツ株式会社

　　（コード番号：２２２２　東証第一部）
問合せ先　取締役経営企画部長　松本真司

ＴＥＬ：０８５９（２２）７４７７

記載金額は、表示単位未満を切り捨て

比率は、千円単位の金額をもとに計算

１．業績ハイライト

　　　　　　　　　             　

２．新型コロナウイルス感染拡大の業績に与える影響等
　　　 ＜2022年３月期＞

● 売上高増減率月別動向　＜海外子会社除く＞
4月 5月 6月
222.5％ 145.0％ 43.9％

△43.2％ △48.5％ △44.7％

●

●

　　　＜足元の状況＞
●

　　　＜2022年３月期の業績予想について＞
●

３．四半期業績の推移
（単位：百万円、％）

2022年３月期

２Q(7-9） ３Q(10-12） ４Q(1-3） １Q（4-6） ２Q(7-9） ３Q(10-12） ４Q(1-3） １Q（4-6）

　売上高 11,760 13,287 9,505 2,715 5,189 8,401 6,898 5,758
　（増減率） 20.7 17.9 △ 14.8 △ 74.4 △ 55.9 △ 36.8 △ 27.4 112.0
　営業利益(△損失） 1,963 2,672 263 △2,409 △1,011 1,113 △582 △759

　（増減率） 48.6 23.3 △ 84.1 - - △ 58.3 - -
　経常利益（△損失） 1,981 2,693 233 △1,755 △200 1,653 △19 △311

　（増減率） 49.8 22.9 △ 86.0 - - △ 38.6 - -

2022年３月期　第１四半期（４－６月期）
決算短信補足説明資料

第１四半期（4-6月期）業績

売上高 前年同期比112.0％増（前々年同期比45.8％減）

2020年３月期

●売上高は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を最も受けた前年同期の反動により、前年同期比
112.0％増収。一方、前々年同期比では、「緊急事態宣言」及び「まん延防止等重点措置」の断続的な発令に伴
う移動・外出自粛により、土産需要が引き続き低迷し、45.8％減となり、依然として低水準で推移。

純損失191百万円（前年同期は純損失1,163百万円）

●通販売上高は、前年同期比54.2％増の1,275百万円となり、母の日など季節イベント対策強化により、引き続
き伸長。

●海外売上高は、中国での出店効果などにより、前年同期比34.3％増の408百万円と堅調に推移。

対前年増減率
対前々年増減率

在庫抑制のための大幅な生産調整による一時休業等を実施。これに伴い営業外収益に雇用調整助成金な
どの助成金収入423百万円を計上。

手元流動性については、現預金残高は期首から33百万円減り、7,276百万円。当座貸越枠（78億円）からの
借入実行は無し。

小幅ながら回復基調にあるものの、東京都の「緊急事態宣言」の解除期限延長などにより、依然として移動
自粛に伴う土産需要は、低調に推移。

緊急事態宣言の解除期限延長などに伴い、依然として先行き不透明感が強く、適正かつ合理的な策定が極
めて困難なため、「未定」としている。

2021年３月期

(注）「収益認識に関する会計基準」等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しており、2022年３月期第１四半期に係る各数値に
ついては、当該会計基準等を適用した後の数値となっております。詳細は、第１四半期決算短信8ページ（会計方針の変更）をご参照下
さい。
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４．四半期業績（対前年同期比）
（対前年同期比）

（単位：百万円、％）

金額 売上比 金額 売上比 増減額 増減率

2,715 － 5,758 － 3,042 112.0
611 22.5 2,829 49.1 2,218 363.1

3,020 111.2 3,589 62.3 568 18.8
△2,409 △ 88.7 △759 △ 13.2 1,649 -
△1,755 △ 64.6 △311 △ 5.4 1,444 -
△1,163 △ 42.8 △191 △ 3.3 971 -

△ 37.38 △ 6.16 -

（注）　 詳細は、第１四半期決算短信 ２ページ「連結経営成績に関する定性的情報」をご参照下さい。

（対前々年同期比）
（単位：百万円、％）

金額 売上比 金額 売上比 増減額 増減率

10,626 － 5,758 － △4,868 △ 45.8
6,319 59.5 2,829 49.1 △3,489 △ 55.2
4,764 44.8 3,589 62.3 △1,175 △ 24.7
1,554 14.6 △759 △ 13.2 △2,314 -
1,567 14.8 △311 △ 5.4 △1,878 -
1,022 9.6 △191 △ 3.3 △1,214 -

32.86 △ 6.16 -

５．セグメント別の業績
（対前年同期比）

（単位：百万円、％）

前第１Ｑ 当第１Ｑ 増減額 増減率 前第１Ｑ 当第１Ｑ 増減額

674 2,004 1,330 197.2 △789 △234 554
1,113 2,106 992 89.1 △517 △99 418

579 1,130 550 94.9 △543 △162 380
208 523 315 151.5 △216 △108 107
224 514 290 129.8 △291 △200 90
132 76 △55 △ 41.8 △9 △11 △2

2,932 6,356 3,424 116.8 △2,366 △816 1,549

△217 △598 △381 175.8 △42 57 100

2,715 5,758 3,042 112.0 △2,409 △759 1,649

（注）１． 詳細は、第１四半期決算短信２ページ「連結経営成績に関する定性的情報」をご参照下さい。

２．

（対前々年同期比）
（単位：百万円、％）

前々第１Ｑ 当第１Ｑ 増減額 増減率 前々第１Ｑ 当第１Ｑ 増減額

3,625 2,004 △1,620 △ 44.7 547 △234 △781
2,877 2,106 △771 △ 26.8 250 △99 △349
2,690 1,130 △1,559 △ 58.0 347 △162 △509
1,606 523 △1,082 △ 67.4 162 △108 △271
1,059 514 △544 △ 51.4 101 △200 △302

257 76 △181 △ 70.2 △29 △11 18

12,116 6,356 △5,759 △ 47.5 1,378 △816 △2,195

△1,489 △598 891 △ 59.8 176 57 △118

10,626 5,758 △4,868 △ 45.8 1,554 △759 △2,314

以上

対前年同期

セグメント計

営業利益（△損失）

前第１四半期

　九十九島グループ

合計

　営業利益（△損失）

当第１四半期

　売上総利益

　シュクレイ

　販売子会社

（2020年４月－６月） （2021年４月－６月）

対前々年同期

　販売管理費
　営業利益（△損失）
　経常利益（△損失）
　四半期純利益（△純損失）

　EPS（円）

売上高 営業利益（△損失）

　その他　（注２）

　寿製菓・但馬寿

　売上高

　経常利益（△損失）
　四半期純利益（△純損失）

　販売管理費

　ケイシイシイ

　調整額

　九十九島グループ
　その他　（注２）

セグメント計

　調整額

合計

前々第１四半期 当第１四半期

その他は、損害保険代理業、健康食品事業、海外（台湾及び香港）における菓子事業が含まれております。香港事業は
現在清算手続中であります。

　EPS（円）

売上高

（2019年４月－６月） （2021年４月－６月）

　売上高
　売上総利益

　シュクレイ
　ケイシイシイ
　寿製菓・但馬寿
　販売子会社
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